
1辺の長さが 8 cmの正方形ABCDを, 次の 1©～ 3©のように折ります。

1© 図 1のように, 辺 ABが辺 DCと重なるように折り, 折り目の線を EFとし, も
とに戻します。

2© 図 2のように, 点 Aを通る折り目として, 点 Dが線分 EF上に重なるように折
り, 点 Dの移った点をGとします。折り目の線と辺 DCとの交点を Hとし, も
とに戻します。

3© 図 3のように, 点Dを通る線分を折り目として, 点Aが線分EF上に重なるよう
に折ったとき, 点Aは点Gに重なります。また, 折り目の線と辺ABとの交点を
Iとし, もとに戻します。

このとき, 次の各問に答えなさい。
なお, 考えるときに, 別紙を点線にそって切り取った際にできる正方形を利用してもさしつ
かえありません。
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(1) 図 4のように, 直線AGをかき, 辺BCとの交点を Jと
します。また, 線分 IDをかき, 線分 AJとの交点を L

とします。このとき, 4ABJと4DAIが合同であるこ
とを証明しなさい。

(2) 図 5のように, 線分 BD, AHをかき, 線分 BDと, 線分
AJ, AHとの交点をそれぞれM, Nとしたとき, ∠DNH

の大きさを求めます。途中の説明も書いて答えを求め
なさい。その際, 解答用紙の図に数や記号をかいて, そ
れぞれを説明してもよいものとします。

(3) 4ABMの面積を求めなさい。

〔埼玉〕

1 数樂　 http://www.mathtext.info/


